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軌 道 経 営 者 名：熊本市交通局  

インシデント種類：車両障害 

発 生 日 時：令和６年９月２日 ０７時３４分頃 

発 生 場 所：熊本県熊本市 

水前寺
す い ぜ ん じ

線 新水前寺駅前停留場内（複線） 

水道町
すいどうちょう

停留場起点 １ｋ６５３ｍ付近 

＜概要＞ 

熊本市交通局の健軍
けんぐん

町
まち

停留場発田崎
た さ き

橋
ばし

停留場行き１両編成、上り第８５０１号車の

運転士は、令和６年９月２日（月）０７時３４分頃、水前寺線新水前寺駅前停留場を

出発した直後、走行中に車両の左側中央付近（以下、前後左右は特に断りがない限り

車両の進行方向を基準とする。）にある旅客用乗車口の扉（中扉）が開扉したため、直

ちにブレーキを操作し、車両を停止させた。 
 

＜本重大インシデント発生時の状況＞         ＜本件車両＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜原因＞ 

本重大インシデントは、車両の進行方向左側の中扉のマットスイッチへの給電が停

止していない状況で、乗客がマットスイッチを踏んだため、車両の走行中に中扉が開

いたことにより発生したものと考えられる。 

マットスイッチへの給電が停止していなかったことについては、閉扉した際に離れ

ているべきマットスイッチへの給電に関する扉開閉検知スイッチの接点及びオフタイ

マーの接点がつながっていたことによるものと考えられる。 

扉開閉検知スイッチの接点がつながっていたことについては、ドアエンジン周辺の

部品の変形や、製作・取付位置の誤差などが影響し、スイッチカムが偏っていたため、

扉開閉検知スイッチが閉扉状態を検知できなかったことによるものと考えられる。 

オフタイマーの接点がつながっていたことについては、熊本市交通局がオフタイ

マーの動作条件を十分に理解していなかったため、中扉が閉扉してからオフタイマー

の接点が離れるまでの時間が熊本市交通局の想定より長く、乗客がマットスイッチを

踏んだ時点ではオフタイマーの設定時間を経過していなかったことによるものと考え

られる。 

鉄道重大インシデント調査報告書〔概要版〕 

 

～ 走行中に旅客用乗車口の扉が開いた鉄道重大インシデント ～ 
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＜中扉近傍の状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ドアエンジン周辺の構造＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜中扉が開閉する際の扉開閉検知スイッチの動作＞ 

 

＜本重大インシデント発生時の扉開閉検知スイッチの状況＞

 



 

- 3 - 

 

Japan Transport Safety Board 

 

＜本重大インシデント発生時における扉の開閉に関する電気回路の状況（概略）＞ 

 

＜本重大インシデント発生時の閉扉動作に関する時間経過＞ 

 

＜必要と考えられる再発防止策＞ 

本重大インシデントは、本件中扉の閉扉後もマットスイッチへの給電が継続し、動

作する状態であったために発生したと考えられる。この状態は、本件ドアエンジンの

各部品の状態によるスイッチカムの位置の偏り、検知スイッチ①が動作しなかったこ

と、オフタイマーの接点が切り替わる前であったことなど、複数の要因が複合して発

生したと考えられる。 

本件運転士及び同局は、開扉により乗客に危険が及ぶ可能性を想定できなかったた

め、異常の報告や運行中止の判断が遅れた可能性があると考えられる。 

このため、本重大インシデントと同種事案の発生を防止するために必要と考えられ

る対策は次のとおりである。 

(1) 同局は、ドアエンジン周辺の整備の際には、プッシュロッドの隙間、扉開閉

検知スイッチの位置及び部品の変形などの状態を確認し、扉開閉検知スイッチ
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が確実に動作するよう整備するとともに、定期検査などの機会を捉えて正常に

動作しているか確実に確認する必要がある。 

なお、設計図どおりに部品が取り付けられない場合には、その原因を含めて

十分に確認する必要がある。また、継続的な変形等が確認されるような場合に

は、抜本的な改善策を検討することが望ましい。 

(2) 同局は、マットスイッチ等に給電している状態で走行できるような電気回路

を見直し、戸閉表示灯が点灯する際にマットスイッチ等への給電が確実に停止

される構成にする必要がある。 

また、同局は遅延回路の特性を理解し、扉の閉扉時間と遅延回路の動作時間

が整合するように設定するとともに、定期検査の際、閉扉時にマットスイッチ

等への給電が確実に停止していることを確認する必要がある。 

(3) 同局は、運行時に異常が発生した場合、その緊急性の高低を運転士に判断さ

せることなく、速やかに運転士から運転指令に報告させ、運行管理者が適切に

判断できる体制を構築する必要がある。 

 

 
詳細は、運輸安全委員会ホームページ（https://jtsb.mlit.go.jp）より、 

鉄道重大インシデント調査報告書をご覧ください。 


